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高速パルスノイズ（EFT/B等）抑制のための対策部品の活用の研究

○上野　武司 * 1）、高松　聡裕 * 1）、大森　学 * 1）

　情報機器や医療機器等の電子機器は、EMC（電磁両立
性）が求められており、イミュニティ試験の一つにEFT/B試
験がある。本研究は、この試験におけるシミュレーションモ
デルを確立し、一般的に用いられるEMC対策部品へのシ
ミュレーションを含めた効果を検証することを目的とする。

 1 .   はじめに

EFT/ B試験について以下の実験を行った。
（1）EFT/ B試験の波形の確認
　シミュレーションのモデルとなるEFT/B波形を観察し、そ
れに基づきシミュレーションモデルを作成した。作成に
あたり、文献［1］を参照した。

（2）LTSpiceにおけるシミュレーション
　最初に図 4に示す実測の波形を再現できるようなシ
ミュレーション波形を作成することを試みた。

（3）観察用プローブの改善（リンギングの抑制）
　デジタルオシロスコープに通常の10 0：1プローブを
接続したときに、バーストを印加した電源線の波形を
観測したところ、リンギングが見られたためプローブを
改良した。

（4）ACコンバータ、コンデンサ等の挿入における波形の観察
　対策部品としてコンデンサ等を回路に追加した。その
効果を、実測およびシミュレーションにより解析した。

 2 .   実験方法

　図1では、バースト波形の観察結果を示す。また図2では、
雑音電流の測定結果を示す。シミュレーションの回路図を
図3に示す。
　図3が図2のシミュレーションのための回路であり、抵抗
負荷に合わせてコンデンサを追加した。その追加した観察
結果を図4に示す。シミュレーション結果においても、バース
ト波形が減衰することが確認できた。

 3 .   結果・考察

　本研究では、E F T/ B試験の実験に合わせたシミュレー
ションモデルを検討した。このモデルの精度を高めることに
より、EMC対策を含めた上流設計に活かすことができると
考える。

 4 .   まとめ

*1） 電子・機械グループ
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図1.  バースト波形結果

図2.  シミュレーション波形

図3.  シミュレーションにおける

　　 コンデンサの挿入

図4.  コンデンサによるEMC対策
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伝導性エミッションの対策部品選定手順の開発

○大橋　弘幸 * 1）

　EMC試験では、製品の電源ラインから漏出する伝導性エミッションの測定がある。この測定でノ
イズレベルが規格値を超える場合、製品にノイズ対策部品を追加し、ノイズ低減を図る。しかし最適
な対策部品を選ぶには、EMC試験現場において試行錯誤で何度も繰り返し測定を行う必要がある。
　本研究では、ノイズ対策部品の選定手順に着目し、伝導性エミッションの対策部品のノイズ抑制効
果を定量的に見積もる手法について検討を行い、一度の測定で最適な部品を選択する手法を提案する。

 1 .   はじめに

　図1に伝導性エミッション測定方法の模式図を
示す。通常の規格測定では、コモンモードおよび
ディファレンシャルモードの二種類のノイズの合
成値が測定結果となる。しかしノイズ抑制効果を
見積もるためには、各ノイズモードの供試装置の
内部インピーダンスを求める必要がある。そのた
め、測定には⊿型LISNを用いた。そして、測定器
の間に抵抗器がある場合とない場合でノイズの
測定を行い、その差分から供試装置の内部イン
ピーダンスを算出した。
　次に、対策手法ごとの回路モデルを検討し、イ
ンピーダンスアナライザで測定したノイズ対策部
品の周波数特性、および上述した供試装置の内
部インピーダンスの周波数特性から、対策部品取
り付け後のノイズレベルを計算するためのプログ
ラムを作製した。
　最後に、供試装置に対策部品を実際に取り付
けた場合の伝導性エミッションの測定結果とプロ
グラムの計算結果を比較した。

 2 .   実験方法

　図2に実測結果と計算値結果の比較を示す。対
策部品（チョークコイル）AおよびBでは、対策部
品Bのほうが0.17M H z～1M H zで5～10d B程度ノ
イズ抑制効果が高く（図2矢印部分）、実測と計
算結果の相間がとれていた。また、どちらの対策
部品も1M H z～10M H z付近では実測結果が測定
系のノイズフロア以下になっているが、プログラム
の計算結果も同様の結果となっている。

 3 .   結果・考察

　ノイズ抑制効果を定量的に見積もる方法を考案し、計算結果と実測結果の良好な相間が得られた。
今後、プログラムの計算結果の精度を向上させるために、インピーダンスのリアクタンス成分を考慮
した測定および計算手法を検討する。

 4 .   まとめ

*1） 電子・機械グループ
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図1.  伝導性エミッションの測定方法

図2.  実測結果と計算結果の比較


